Wabanti
2,3,4,6人でプレイ10歳以上。

コンポーネント
１８
駒
　５
ダイス

ゲームの準備
6人以下でプレイする場合、4人なら向かい合う２人を空けたままにする。

3人は三角の位置、
２人なら対面でプレイ。

ゲーム開始時、18個の駒をボード中央(図ではGrundstellung)の周りに置く。

ゲーム中、これらの駒は常にボード上にありますが、位置は変化します。

ゴール
各プレイヤーは、駒を自分のサイドに動かすのが目的です。

もし駒がボード外に飛び出した時、そのサイドに属するプレイヤーが勝ちです。

もし、２者の境界に達した場合は、二人で勝利を分け合います。
ゲームの手順
スタートプレイヤーを決め、以後時計回りに進む。

手番プレイヤーは同時にダイスを５つ振る。２から６の目はプレイヤーが好きな順番で並び替えられ、それぞれのダイスが、その目だけ直線に駒を越えながら移動する。

駒は移動後に全て少なくとも何か別の駒に隣接していなければならない。

１の目は、１つの駒を１マス移動できますが、移動先の隣接するマスに１つは別の駒がなければならない。

もし移動できない場合、移動できるものだけ使用する。つまり好きな順番でダイスを解決していき、手詰まりになった時点で手番を終えるが、次回は、移動できなかった数分、振れるダイスの数が減ります！

訳者注：仮に５つのダイスのうち、２つ使えなかった（使わなかった）場合、次回は５－２で３個振りになります。次の手番で３つ全て利用できれば、また５個振りに復帰しますし、もし２つ使って１つ使えなければ、５－４で４個振りになります。

全て使えなければ、パスで、次には５個振りができる。
2007年3月1日 訳:上野　宏之(railway@pas.netlaputa.ne.jp)









